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Ⅰ管内における主な原木市場・共販所の状況
１ｰ(1) 徳島県内のスギ丸太価格の推移

四国森林管理局調べ １

３m材 ４m材 ３m材 ４m材
令和２年 12,000 10,500 12,000 13,200
令和３年 14,500 16,000 14,500 17,000

2,500 5,500 2,500 3,800
121% 152% 121% 129%

○８月のスギ丸太価格  (単位：円／m3)

対前年比

14㎝-16㎝ 18㎝-22㎝



１ｰ(2) 愛媛県内のスギ丸太価格の推移

四国森林管理局調べ

令和２年は４～５月に大幅に下落、その後８月頃から原木の引き合
いが良くなり価格も上向きに転じ、１２月頃からは前年と同時期の
水準まで概ね回復。
本年４月頃からは、構造用材を中心に引き合いも強くなり、６月頃
からは外材の大幅な入荷減少により代替え需要が高まり、価格が高
騰し、以降、強保合で推移、堅調相場が続く。
本年８月のスギ丸太価格は、対前年比４３％増から８７％増。

2

３m材 ４m材 ３m材 ４m材
令和２年 11,230 9,733 11,433 11,933
令和３年 16,783 13,903 21,367 17,763

5,553 4,170 9,934 5,830
149% 143% 187% 149%

14㎝-16㎝ 18㎝-22㎝

対前年比

○８月のスギ丸太価格  (単位：円／m3)



１ｰ(3) 愛媛県内のヒノキ丸太価格の推移

令和２年は４～５月に大幅に下落、ヒノキもスギと同様の傾向にあ
り、７月頃からは原木の引き合いが良くなり価格も上向きに転じ、
１月頃には前年と同時期の水準まで概ね回復。
本年４月頃からは、スギと同様に構造用材を中心に引き合いも強く
なり、６月頃からは外材の大幅な入荷減少により代替え需要が高ま
り、価格が高騰し、以降、強保合で推移、堅調相場が続く。
本年８月のヒノキ丸太価格は、対前年比８７％増から１５２％増。

四国森林管理局調べ 3

３m材 ４m材 ３m材 ４m材
令和２年 16,424 17,950 15,053 15,867
令和３年 41,457 41,733 34,467 29,667

25,033 23,783 19,414 13,800
252% 232% 229% 187%

14㎝-16㎝ 18㎝-22㎝

対前年比

○８月のヒノキ丸太価格  (単位：円／m3)



１ｰ(4) 高知県内のスギ丸太価格の推移

令和２年は４月頃から梅雨期にかけて大幅に下落、その後９月頃か
らは回復傾向に転じ、１月頃には前年と同時期の水準まで概ね回復。
本年４月頃からは、製材品の好調な動きから買方の引き合いも良く、
品薄・価格上昇の傾向が続き、原木需要の高まりにより７月頃には
大幅に価格上昇し高値を維持。
本年８月のスギ丸太価格は、対前年比３７％増から７７％増。

四国森林管理局調べ 4

３m材 ４m材 ３m材 ４m材
令和２年 11,167 9,833 10,833 11,667
令和３年 17,500 14,333 19,167 16,000

6,333 4,500 8,334 4,333
157% 146% 177% 137%

14㎝-16㎝ 18㎝-22㎝

対前年比

 (単位：円／m3)○８月のスギ丸太価格



１ｰ(5) 高知県内のヒノキ丸太価格の推移

令和２年は４月頃から梅雨期にかけて大幅に下落、ヒノキもスギと
同様の傾向にあり９月頃からは回復傾向に転じ、１月には例年以上
の価格まで上昇。
本年４月頃からは、スギと同様に製材品の好調な動きから買方の引
き合いも良く、品薄・価格上昇の傾向が続き、原木需要の高まりに
より６月頃には大幅に価格も上昇し高値を維持。
本年８月のヒノキ丸太価格は、対前年比１０４％増から１６９％増。

四国森林管理局調べ 5

３m材 ４m材 ３m材 ４m材
令和２年 16,000 16,667 14,333 15,000
令和３年 43,000 42,333 33,333 30,667

27,000 25,666 19,000 15,667
269% 254% 233% 204%

14㎝-16㎝ 18㎝-22㎝

対前年比

○８月のヒノキ丸太価格  (単位：円／m3)



２ｰ(1) 徳島県内の丸太取扱量の推移

四国森林管理局調べ

本年６～７月の取扱量は、グラフから見る限り例年並の水準より少ない入荷量で推移し８月にや
や回復傾向となっている。
直近では、入荷も増えやや落ち着きもみられる状況である。

Ⅰ管内における主な原木市場・共販所の状況

6



２ｰ(2) 愛媛県内の丸太取扱量の推移

四国森林管理局調べ

例年より早い梅雨入りで雨天が続いたため、５月に若干少なめとなった取扱量も６月以降は例年並
みに回復。
一部の市場では、８月の長雨の影響で原木不足もみられている。
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２ｰ(3) 高知県内の丸太取扱量の推移

四国森林管理局調べ

４月・５月と少なかった入荷量も６月以降、例年並みの水準に回復。
７月の出材は順調に推移してきたが、８月の長雨の影響もあり入荷量減少をみせた市場もある。
原木不足の状況は、依然として続いている。
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資料：農林水産省｢製材統計｣

Ⅱ管内における製材用素材の状況

１．県別の製材用素材入荷量の推移（令和元年度 ～令和３年度)

9

令和２年５月頃から製材各社の丸太買い控え等により減少していた入荷量も、８月頃から上昇に
転じ、秋以降は概ね例年の水準に回復。
令和３年４月頃からは、製材品の好調な動きによる素材の引き合いは好調を持続し、愛媛県では
４月以降昨年の入荷量を上回り、徳島県、高知県でも６月頃から昨年の入荷量を上回っている。



資料：農林水産省｢製材統計｣

２．県別の製材用素材在庫量の推移（令和元年度～令和３年度)

各県ともに令和２年６月以降大幅に減少した在庫量は、１１月頃から一時上昇傾向に転じたもの
の、製材各社においては好調な生産活動が続く中、素材の入荷には苦労しているため、在庫量の
回復ペースは遅い。
令和３年６月頃から、在庫量の増加傾向は見られるが、例年の水準までは回復しきれていない。
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Ⅲ全国の丸太価格の動向

11
資料：林野庁｢令和3年度第１回中央需給情報連絡協議会｣
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資料：林野庁｢令和3年度第１回中央需給情報連絡協議会｣



資料：国土交通省｢住宅着工統計｣

四国における木造住宅着工戸数の令和３年度６月末累計は、３,４３１戸で、前年同月末累計
３,１９５戸に比べ７％増加した。
過去４年間での比較では、徳島県・香川県では減少率は大きく、愛媛県・高知県では概ね横這
いで推移している。

Ⅳ住宅着工戸数

１四国における木造住宅着工戸数の推移
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14

２全国の住宅着工戸数の推移（平成３0年１月～令和３年７月）

資料：林野庁｢令和3年度第１回中央需給情報連絡協議会｣



（資料２）

調査月 令和３年４月～令和３年７月

　　【ヒノキ中丸太】 　・６月及び７月と逸脱上限値を上回った。

調査月 令和３年４月～令和３年７月

　・５ヶ月未満である。

　　【ヒノキ中丸太】 　・５ヶ月以上である。

〔判断基準・指標〕

　　　○

調査月 令和３年４月～令和３年７月

　・６月及び７月と逸脱上限値を上回った。

　　　○ 　　【ヒノキ中丸太】 　・６月及び７月と逸脱上限値を上回った。

調査月 令和３年４月～令和３年７月

　・７月に逸脱上限値を上回った。

　　【ヒノキ中丸太】 　・６月及び７月と逸脱上限値を上回った。

調査月 令和３年４月～令和３年７月

　・定常範囲を逸脱した動きはなかった。

　「定常範囲を逸脱する動き」について

（イ）木材価格の前月比における下落（上昇）の継続

　　【スギ中丸太】

分析結果

　　【徳島県・愛媛県】

（ア）木材価格の前月比における逸脱の有無

　　【スギ中丸太】

（ウ）木材価格の前年度同月比における逸脱の有無

　四国森林管理局国有林材供給調整検討委員会運営要領（平成２
５年７月３０日付け25四資第１９号）の２の（ア）から（オ）に
係る確認

　使用データは、農林水産省の「木材価格」・「製材統計」を使用

　過去10年間の月別データを基に、平均と標準偏差から９５％の信
頼区間を算出し、その区間を逸脱するか否かを確認

　・６月は逸脱上限値を上回ったが、７月には定
常範囲に戻った。

　　【愛媛県・高知県】

（エ）木材価格の２ヶ年平均価格比における逸脱の有無

　　【スギ中丸太】

　　【スギ中丸太】

（オ）製材用素材の在庫率における逸脱の有無

　・５月は逸脱下限値を僅かに下回ったが、６月
には定常範囲に戻った。



○

1

4 月 5 月 6 月 7 月 4 月 5 月 6 月 7 月 4 月 5 月 6 月 7 月 4 月 5 月 6 月 7 月

注１）　数値のアンダーラインは定常範囲を逸脱しているものである。

注２）　木材価格データは農林水産省の「木材価格統計」を使用し、算出したものである。

2

4 月 5 月 6 月 7 月 4 月 5 月 6 月 7 月 4 月 5 月 6 月 7 月 4 月 5 月 6 月 7 月

注１）　数値のアンダーラインは定常範囲を逸脱しているものである。
注２）　木材価格データは農林水産省の「木材価格統計」を使用し、算出したものである。

3 　製材用素材の在庫量

4 月 5 月 6 月 7 月

製材用素材（徳島・愛媛） 1.01 0 .96 0.94 0.97

製材用素材（愛媛・高知） 0.92 0 .87 0.89 0.92

注１）　数値のアンダーラインは定常範囲を逸脱しているものである。

注２）　在庫率のデータは農林水産省の「製材統計」を使用し、算出したものである。

91.87% 9.88% 13 .52% 25 .60% 66 .81%

2 .93% 15 .47% 19 .21%

　ヒノキ中丸太価格　（愛媛県・高知県）

40.63%
ヒノキ中丸太

（径級１４～２２㎝）
（長級3.65～4.00ｍ）

3.86% 5.69% 13 .51% 35 .65% 3 4 5 6 13 .48% 22 .10%

前　月　比　（％） 連続上昇・連続下落　（月） 前年同月比　（％） ２ヶ年平均価格比　（％）

２ヶ年平均価格比　（％）

3.02% 0.67% 14 .90% 4 .66% 1 2 3 4

前年同月比　（％）

4.86% 7 .54% 23.29% 31.81% 3.66%

丸太価格、在庫率の変動

　スギ中丸太価格　（徳島県・愛媛県）

スギ中丸太
（径級１４～２２㎝）
（長級3.65～4.00ｍ）

前　月　比　（％） 連続上昇・連続下落　（月）

逸脱上限値

5.90%

逸脱下限値 逸脱上限値 逸脱下限値 逸脱上限値 逸脱下限値

-5.71% 20 .05% -19 .50% 16.32% -16 .42%

逸脱下限値 逸脱上限値 逸脱下限値

8.86% -8.68% 25 .09% -28 .34% 20.86% -25 .26%

逸脱上限値 逸脱下限値 逸脱上限値

1.58 0.88

逸脱上限値 逸脱下限値
素材の在庫率

1.90 0.79


